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東京大学

京都大学

京都大学

東京大学

東北大学

大阪教育大学

立教大学

山形大学

茨城大学

広島大学

理学部 地球生命環境科学科
理工学研究科 地球生命環境科学専攻

等間隔でパルス状電波を送っ
あるが、最近はX線天文衛星

太陽のスペース観測によるデー

理学部 天文学科
理学系研究科 天文学専攻

理学部 理学科
理学研究科 物理学 .宇宙物理学専攻 宇宙物理学天文字分野

理学部 理学科
理学研究科 物理学・宇宙物理学専攻 物理学第2分野

理学部 物理学科
理学系研究科 物理学専攻

理学部 宇宙地球物理学科
理学研究科 天文学専攻

教育学部
教育学研究科

理学部 物理学科
理学研究科 物理学専攻

理学部 物理学科
理工学研究科 物理学専攻

てくる天体、パルサーの理論的研究に特色
「あすか」を用いたx線観測も手がけている

が

を予測する宇宙天気予報などの

夕解析に優れる。地球に対する太陽の影響
ユニークな研究に力を入れている 。

理学部 物理科学科
先端物質科学研究科 量子物質科学専攻 た、中性子星の構造

撫
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:又はそ〕〔TI罐薔契C(LLCNCC C因墨目1昌菫国日正曰目証D
名古屋大学太陽地球環境研究所 :太陽風の電波観測では世界トツプクラス。太陽フレアのスペースx線観測にも取り組む。富山大学工学部電気電子システムエ学科 :太陽プラズマ理論で特色ある研究をしている。九州大学理学部物理学科 :恒星進化、超新星の爆発、元素合成などの理論的な研究を行なつている。岩手大学人文社会科学部環境科学課程 :ガンマ線バーストの理論的研究に優れる。活発に論文も発表している。北海道教育大学教育学部函館校 :コ ンパクト星降着流の3次元シミュレーションに意欲的に取り組む。福岡教育大学教育学部 :恒星 (単独星および連星系)の可視光分光と化学組成の進化の研究を行なう。
iは:Nlou〔 !c豊棗塞D
神戸大学理学部地球惑星科学科

1蠅骰OnLIDI!眩羹義c(LLCNCC(

連星系降着円盤の理論的研究に強い.プ レゼンテ~ン ヨンの方法も常に研究している。

:昼間は太陽観望、夜間は恒星・惑星観測で見学者に説明を行なうなど、専門性を活かした仕事ができる。見学者への説明だけでなく、研究もできる.さ らに、匡1際・国内会議も定期的に開かれ、ビジターも多い。

ハーバー ド大学 (米)i太陽のX線観測、電磁流体現象、ガンマ線バース ト理論など、最先端も強い伝統校.指導にも定評cケンフリッジ大学 (英):恒星に伝統=,現在は |]震学、ブラックホールのX線観測、ガンマ線バースト理論などでリード.セントアンドリュース大学 (英):太陽の電磁流体現象の研究ではIL界の トップを走る.テキサス大学オースティン校 (米):多 くの中・大
「
1径望遠鏡を保有し、星の観測や超新星理論に特色のある大学.シカゴ大学 (米):太陽・恒星のダイナモ、対流、コロナの電磁流体理論における世界的メツカのひとつ.カリフォルニアェ科大学 (米)i相対論的天体の電磁流体現象理論において世界をリードする特色のある大学。

屁 ORК 嘔醍
西はりま天文台
ぐんま天文台 :
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[山形大学 ]
理学部 物理学科/理工学研究科 物理学専攻
宇宙の電磁現象を扱う、全国でも数少ない研究室。パルサー (想像図)の活動のメカニズムの研究では世界のリーダー・柴田晋平が、パルサーなど磁気圏での粒子加速や銀河団の研究で世界 トップクラスの理論を展開している。また、市民や子どもたちのために「小さな天文学者の会」をサポート。天文学の教育・普及にも熱心だ_

超新星の理論的研究とコンパクト天体の観測
いるが、太陽、恒星もきちんと学べる。

に強い。銀河に重点を置いて

で は超新星 姉世界最先 日震学の理論も定評がある と国立天文台 協カ
ス太陽のスペー X 線観測、星震学などを展開。 理論.観測、 。ヽとも幅広し

降着円盤理論に優れる 変光星観測でも成果 飛騨天文台での太陽の地上可視光観測 トは世界 ツ プ級。太陽の電磁流体理論や、天体プラズマ現象も。

ガ ン

ンマ線観測も始め

コ原始星、 ク 高温卜天体、 星 どな Xの 線観測で実績。 マ線ノ ス卜など高工ネルギー天体現象の理論に強 近年ガ た。

恒星の内部構造と進化や、振動理論
どの特異天体の光学観測も行なってし

・星震学に力を入れている。共生星な
るヽ。

星の進化の最終形態のひとつで重い星、
本トツプ。太陽フレアのガンマ線観測や

中性子星の内部構造と進化では日
ガンマ線バースト解明も。

に優れる
高温星の光学的観測と連星系降着円盤の理論的研究 多数の論文

てが発表され るヽ 学生がのびのびと研究できる雰囲気で る 。活気があ
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